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１．事業活動の概要

連絡先

エフケーユーテクニカル株式会社　（創業34年）

■事業内容

　 産業廃棄物収集運搬

〒918-8237

　２．所在地

　１．事業社名及び代表者名

担当組織

代表取締役社⾧　山内　みづえ

 　デジタル複合機・事務機器・OA機器の販売修理

福井県福井市和田東1丁目813

　３．環境保全関係の責任者、担当組織及び連絡先

令和3年度

12

1

　　　④保有車両

　　　③主な取り扱い品

　その他日用品

　スチール・備品・家具・文房具・OA用品・コピー用紙

　全組織、全活動

　複写機・プリンター・印刷機・契印機・製本機・その他事務機器

軽油車　（台）

環境管理責任者

0776-20-7171

山内　裕子

ガソリン車（台）

　　　⑤認証登録範囲　

info@fkutech.com

　（令和4年度）

 　オフィス家具（スチール製・木製）の販売修理

 　事務機器のレンタル

　４．事業の内容

0776-20-7150

　令和4年6月21日～令和5年6月20日

　 消耗品の販売・カタログ販売

　　　②環境活動レポートの対象期間

　　　①対象活動範囲（認証 ・登録範囲）
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資本金 1,000万円

2022年度売上高 430（百万円）

組織図 別途（ＥＡ２１実施体制表）

従業員数 14名

廃プラスチック 0.97 t

福井　100　す　4281トラック

2018/11/21

2023/11/20

軽ワンボックス

〃

ライトバン

陶磁器くず」

福井　400　た　6990

　５．情報公開項目

　６．許可の内容

　７．収集運搬の実績（2022年度）

種　　　類

廃プラスチック、紙くず、木くず、ゴムくず、金属くず

「ガラスくず、コンクリートくず（工作物の新築、改築

福井　480　け　9656

〃 福井　480　く　1113

福井　480　え　9936

　８．運搬車両

1801204309

産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物の種類

許　 可 　名

有 効 期 限

登録番号

許可年月日

許 可 番 号

又は除去に伴って生じたものを除く。）及び

許 　可 　者 福井県福井保健所⾧
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４・

推進します。

令和元年7月20日改訂

＜行動指針＞

　　　　　① 電力及び自動車燃料の削減 省エネ、省資源を推進し環境保全に努めます。

　　　　　② 職場のムダをなくし、コスト削減を目指します。

　　　　 ⑥ 環境経営の継続的改善を誓約する。

　　　　 ⑦ 地域社会の一員として地域・社会貢献活動に努めます。

販売・保守サービスの提供に努めると共に、環境マネジメントシステムの継続的改善と
環境汚染の予防に努める。

１．

3．

この環境方針は全従業員に周知するとともに、公表します。

＜環境理念＞　

当社は、この美しい地球を未来に残したいとの考えのもと、全従業員が職場で環境保全の活動

を実践し、常にお客様の満足向上を目指した製品・保守・サービスを提供し社会に貢献します。

２．環境方針

2． 当社は、環境関連法を含む法令及び、当社が同意するその他の要求事項を確実に
順守する。　取引先及び、お客様全ての方に、安全で安心してご利用いただけるよう

当社全員が取り組む活動として以下の項目を挙げ、具体的な目的、目標を設定し

　　　　 ⑧ 社員の安全を確保し、環境保全に努めます。

令和2年4月20日改訂

エフケーユーテクニカル株式会社　　

代表取締役　山内　みづえ　　

当社は、事務機器販売及びサービス事業の活動を通じて常に環境にやさしい商品の

　　　　　③ リサイクル率の向上を図り、廃棄物の削減を目指します。

　　　　 ④ 節水による水使用量の削減を目指します。

　　　　 ⑤ 社内備品、事務用品等のグリーン購入と調達に努めます。

最大限の努力を致します。

平成29年6月 1日制定
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リサイクルトナー管理者

山内　将太

エコ21事務局責任者
環境法規

サービス産業廃棄物
管理者

2F電力･使用量
管理者

山内　みづえ

ガソリン・使用量
管理者

整理・整頓・清掃・清
潔（4S）の推進

林　安彦

河野 大三　

     エコアクション21　実施体制表

令和　5年　 5月 　1日現在

代表者

代表取締役

環境管理責任者

石森　嗣郎 小林　朋美

一般廃棄物管理者
1F・倉庫・電力
使用量管理者

松本　申

産業廃棄物
管理者

水使用量・管理者

宇野　真理 山路　祥吾

山内　裕子

３．エコアクション２１実施体制

三澤　拓真

吉村　衛人 川田　知美 小川　翔平

グリーン購入法
 軽油・灯油

使用量管理者
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令和　4年　7月　20日現在

【責任者の役割】

環境方針の制定
環境管理責任者の任命 該当責任者は現在の責務に関わりなく兼任と責任と権限を明示する。
環境保全に関する人、もの、金の提供 構築・運用・維持に必要な経営諸資源を準備する
代表者による見直しをする システム全体の見直しを行い必要に応じて改訂する
環境関連法律の順守評価 各種環境関連文書の記録の管理
エコアクション２１の活動責任者 合理的な・効果的な運用を図り、目的を達成するために委員会を運営する

環境活動レポートの作成、公開 関連文書の記録・報告
環境目標、計画の作成と進捗管理 目的達成のため環境委員会を運営する。
環境管理責任者の補佐 環境管理責任者の補佐
進捗管理のデータ収集、整理 定期報告会議の実施
環境関連法律の順守に関する教育

廃棄物の分別・設置場所・明記 設置場所の特定・種別分類・明記し継続の管理
廃棄物量の計測および記録 データーの記録
廃棄物量削減の為の啓発 問題点発見、是正予防処置実地

リサイクルの推進
廃棄物の分別・設置場所・明記 設置場所の特定・種別分類・明記し継続の管理
廃棄物量の計測および記録 データーの記録
廃棄物量削減の為の啓発 問題点発見、是正予防処置実地

リサイクルの推進
廃棄物の分別・設置場所・明記 設置場所の特定・種別分類・明記し継続の管理
廃棄物量の計測および記録 問題点発見、是正予防処置実地
廃棄物量削減の為の啓発 紙のムダを撲滅・マイ箸の使用

節水の啓発 節水の呼びかけの強化
節水表示を行う。

オフィス省エネの推進及び啓発 空調温度適正化
温室効果ガス排出量削減 照明不要時のOFF推進

エアコン清掃の実地
残業の励行

オフィス省エネの推進及び啓発 空調温度適正化
温室効果ガス排出量削減 照明不要時のOFF推進

エアコン清掃の実地
不要なコンセントは抜く

CO²の削減啓発 目標数値化
エコドライブの推進 月一回車両点検・洗車を行う。

CO²の削減啓発 目標数値化
エコドライブの推進 月一回車両点検・洗車を行う。

車輛入替時に低燃費車の選択を行う。
4Sの啓発 朝礼時に社内の点検、注意、管理を行う。

社用車も同様に週一回点検を行う。（洗車清掃確認）
周辺の清掃活動を行う。
在庫管理の徹底により不要在庫を減らす。

環境配慮型商品の積極的な購入と購入履歴の管理 グリーン購入の販売促進を行う。
分別リサイクルの推進 使い捨て商品の購入の削減

純正品からリサイクルトナー・インクへ移行提案
使用済トナーの定期的回収・リサイクル業者へ回収依頼

環境管理
責任者

エコ21事務局
責任者

環境法規
管理者

1F・倉庫・電力
使用量管理者

水使用量
管理者

産業廃棄物
管理者

４．責任者の役割

エコアクション21　責任・役割体制

代表者

グリーン購入
リサイクルトナー

管理者

サービス
産業廃棄物

管理者

一般廃棄物
管理者

2F電力･使用
量    管理者

ガソリン使用量
管理者

軽油・灯油
使用量管理者

整理・整頓
清掃・清潔

（4S）の推進
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基準値
令和3年度

実績

令和4年度
目標

令和5年度
目標

令和6年度
目標

kg－CO２ 44,811 44,363 43,920 43,480
kg－CO２/Ｍ円 113.8 112.7 111.5 110.4

電気 ｋＷｈ 13,030.0 12,899.7 12,770.7 12,643.0
ガソリン ℓ 15,092.2 14,941.2 14,791.8 14,643.9
軽油 ℓ 448.26 443.78 439.34 434.95
灯油 (㍑) 189.25 187 185 184

廃棄物排出量 （トン） 0.20 0.25 0.25 0.25

水使用量の削減 （ｍ３） 96 95 94 93

コピー用紙使用量 （枚／年） 54,382 53,838 53,294 52,751

77 95 105 115

2,409 2,361 2,314 2,267
394 440 484 532

※　a）複写機販売台数とは、環境配慮型複写機の販売台数です。
※　b）コール件数とは、複写機の修理依頼の電話です。　依頼の電話が減少することにより、取引先への出動が減り
　　　　 車の使用が減少し、ガソリンの削減につながります。よってCO2の削減に貢献することになります。

（2）その他の目標

③グリーン購入法にもとづいた、商品・再生紙、間伐材使用コピー用紙を推奨・提案する。

 　技術部門の計画的定期訪問により、複写機の予防保全を行うとともに

　・定期点検の実施により車両の性能維持を図る。

　・空トナー・インクカートリッジは、リサイクルする。

　・社内使用品をグリーン購入品・再生紙に切り替える。

　・BOXにて分別することによるリサイクルの効率化。

5.環境負荷の低減目標

①車両運行の効率化

②リサイクルの徹底

　・車両から離れる・荷物の積み降ろしの際はエンジンの停止。

二酸化炭素排出量　

当社における二酸化炭素排出量・水使用量・コピー用紙使用量の目標は、令和3年度実績を基準とし

　・行動日程により運行車両の適正なルート走行によるガソリンの削減。

電気使用量、ガソリン使用量、軽油使用量は総量を目標とした。

 　コール数（修理依頼）も減らしたい。

④定期訪問により品質保持を徹底

令和4年度以降の目標値　（購入電力の排出係数は0.627kg-CO２/kwh（北陸電力Ｈ28年度）を使用。）

年１％づつ削減することとした。二酸化炭素排出量に関しては、総量と売上げ百万円あたりの原単位を目標とし

年間総量

　・会社内で出た廃材は処理業者に処理を委託する。

　・お客様へ商品を直送することにより、配達コストの削減。

　・定期的に分別種類の見直しをする。

　　　月1回、もしくは週1回　その内容に応じて適切な頻度で行う。

環境配慮　本業

売上高（百万円）

※　②・③は上記の表に記載をしていない為、定期的に確認をする。

　 MIF機を省エネ設計機種へ入替推進する。

　 KMJサービスチャンピオンシップ（3スタープラス）の獲得。

b）コール件数の削減　　（件）

ａ）複写機販売台数　（台）
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評　価

2022/7～2023/6

1　数値目標を達成するための取組　
1)　二酸化炭素排出量の削減　

a)　電力の削減　（ 2F小林・ 1F吉村）
①　室内エアコンは、夏27℃、冬は23℃を原則とする。 △
②　買い替え時には、省エネタイプの機器を導入する。 ー
③　昼休みの照明消灯による節電、未使用時の消灯、パソコンは極力待機電力とする。 ○
④  [節電]ステッカーを貼り節電意識の徹底を図る。 ○
⑤　エアコン使用時間の短縮 ○
⑥　サーキュレーターの使用により、冷暖房の循環を行う。 ○
⑦　1階倉庫内のLED電球の納入 ○

b）ガソリンの削減　（川田）
①　社用車の省エネ運転の推進。 ○
②　エコドライブの徹底。 △
③　社用車の定期的整備の実施、燃料効率の悪化防止に努め、効率の向上を図る。 △
④　社用車に省燃費に有効なエコ整備・エコ車検・エンジン洗浄を実施する。 △
⑤　アイドリングストップの徹底 △
⑥　効率的な営業運搬ルートの計画と実施 △
⑦　車輌ごとの燃費実績管理 ○

C）軽油・灯油の削減　（松本）
①　冬季の暖房用灯油は、室内温度により調整し室温に応じて消火する。 ○
②　冬季期間中の使用量を把握し、購入を最小限に抑える。 ○
　　（使用期間終了時に、余らないようにしたい。）
③　ディーゼルエンジンの社用車のエコドライブの徹底。 ○
④　社用車の定期的整備の実施、燃料効率の悪化防止に努め、効率の向上を図る。 △
⑤　社用車に省燃費に有効なエコ整備・エコ車検・エンジン洗浄を実施する。 ○

2)　廃棄物排出量の削減　　総　括（河野）・　産業廃棄物　（林）
　　　　　　　　　　　　サービス産業廃棄物（石森）・一般廃棄物（宇野）
分別を徹底する、再利用・再生利用の比率を上げ、削減に努める。 ○
①　一般廃棄物:新聞紙は包装・掃除等再使用する。 ○
②　産業廃棄物:金属クズ、廃プラスチック、発泡スチロールの分別・再生利用化・熱回収化・資源化 ○
③　裏紙の使用 △
④　一般廃棄物の分別方法（福井市）を遵守徹底 ○
⑤　排出量の秤量徹底 ○
⑤　社内書類を電子化に移行する。 △

３）水使用量（節水の取組）　（山路）
①　トイレ排水の削減に努める　水量の調整 ○
②　こまめに節水に努める。 ○
③　水を出したままの行動を注意する。 ○

４）整理・整頓・清掃・清潔（４Ｓ）の推進　（小川）
①　まず整理（１Ｓ）、「要らないものを捨てること」から始める。その結果 ○
　　スペースが空く。反面、廃棄物が増加しても当面はやむを得ない。
②　使用した道具等の整理状況を確認する。 ○
③　清掃の際、消毒の徹底 ○
④　在庫管理の徹底により不要在庫・不要廃棄物を減らす。 △

５）グリーン購入・トナー・インクリサイクルの推進　（三澤・山内）
①　メーカー推奨のグリーン購入対象商品カタログを使用して提案する。 △
②　事務用品、事務用機器について環境配慮型商品の使用を推進する。 〇
③　プリンターのトナー・カートリッジのリサイクルを推進する。 ○
④　定期的な訪問の際に空の容器を回収し、リサイクル業者に定期的に回収を依頼する。 ○

6.環境活動計画

計　　　　画
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評　価

2022/7～2023/6

２　その他の取り組み事項（社員一同）
①　社員の環境への意識高揚のために定期的な勉強会や会議を行う。 △
②　地域のボランティア活動等に積極的に参加（定期的地域の清掃活動等） -
③　節電対策の為、5月から10月までをクールビズ期間とし、ノーネクタイ・ノー上着を実施する。 ○
④　KMJサービスチャンピオンシップ（3スタープラス）の獲得。 ○
⑤　手洗い・うがい・消毒を徹底し、社員の安全を確保しながら活動を行う。 ○
⑥　コロナ禍により社員全体での取り組みが難しい為、少人数による活動を行う。 ○

計　　　　画

<評価結果>

　効率よく訪問をするために移動管理を徹底していきたい。

　今年度同様に夜間残業の削減を呼びかけていきたい。

　猛暑対策として、ブラインド未設置窓の対策を行いたい。

　新入社員への節電・節水の意識づけができた。

　LEDの交換により電気使用量を削減できた。

　残業削減の呼びかけにより、夜間の使用量を削減できた。

<是正処置>
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2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

46,851 49,496 50,325 44,811 46,481

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

13,771 13,752 14,389 13,030 12,528

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

14,644 16,730 16,654 15,092 16,126

７.環境負荷削減実績推移

二酸化炭素排出量
（kg-CO2）

電気
（kwh）

ガソリン
（リットル）

42,000

44,000

46,000

48,000

50,000

52,000

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

二酸化炭素排出量

（kg-CO2）

11,500

12,000
12,500

13,000

13,500

14,000

14,500

15,000

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

電気

（kwh）

13,500
14,000
14,500
15,000
15,500
16,000
16,500
17,000

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

ガソリン

（リットル）
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作成日:令和　5年　6月　28日　　

代表者

山内

（対象期間:令和4年６月２１日～令和5年6月２０日）

×

44,811

14,941 16,126

山内

責任者 作　成

山内

項　　　目

13,030 12,900 12,528 0.97

　　　　実績／目標＝0.97　となり目標を達成できました。　1階倉庫をLEDに変更した事が大きな削減の要素だと思われます。

基準年令和3年度実績 達成状況

44,363 46,481

令和4年度目標 令和4年度実績 実績/目標

1.05
二酸化炭素排出量

（kg-CO2）
×

〇

93

1.15

×1.13

○96 95

×

0.21 ×

○

54,382 53,838 60,663

0.98

電気
（kwh）

ガソリン
（リットル）

15,092

0.20

1.08

水使用量の削減
(㎥）

軽油
（リットル）

448 444 453

0.20 1.06

1.02

廃棄物排出量
(トン）

（4）水使用量

　・残業を削減し、夜間電力の使用量を削減したい。

　　　　実績／目標＝0.98　 となり目標を達成できました。社員ひとりひとりの節水の意識づけができていた為。

評価結果

　　　　 実績／目標＝1.13　となり目標を達成できませんでした。新規訪問時のチラシ作成が増加した為。

　・省エネ複写機への入替を推奨したい。

（5）コピー用紙使用量

　・ルートの効率を考え訪問予定を計画し、移動管理を徹底したい。

是正処置及び予防措置

（3）ガソリン

8.　環境目標の実績

a）複写機販売台数 77台 95台 108台

環境配慮　本業

コピー用紙使用量
（枚/年）

　基準を平成２８年度の実績を基準とし、年１％づつ減少目的値とした。
（削減目標のみで 燃費・リサイクル率は除く）

（2）電気　

*評価基準

（２）売上百万円あたりの二酸化炭素排出量

　　　　実績／目標＝0.96　となり目標を達成できました。　複写機の入替により売上が増加した為。

　　　　　　　　　　　　　　　　  前年度同様、残業削減を呼びかけた事により夜間の使用量が削減できた為。

 複写機販売台数以外 :（実績/目標）○:1.00以下、△:1.00～1.05、×:1.05以上
 複写機販売台数       :（実績/目標）○:1.00以上、△:1.00～0.95、×:0.95以下

　　　　実績／目標＝1.08　となり目標を達成できませんでした。社員増加により、使用台数が増加した為。

b）コール件数の削減 2,409件 2,360件

*目　　　標

（1）二酸化炭素排出量

　　　　実績／目標＝1.05　となり目標を達成できませんでした。　ガソリン・軽油の使用量が増加した為。

2,590件 1.10 ×

売上百万円あたりの
二酸化炭素排出量
（kg-CO2/M円)

113.8 112.7 108.1 0.96 ○
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・燃えるゴミの分別の徹底及び紙等のリサイクル化。

　　④　全体計画

・水使用時は、出しっぱなしにしない。

・運送会社による商品の配送を行う。

・分別を徹底して、リサイクル施設に持って行く回数を減らす。

　　④　コピー用紙使用削減計画

・蛇口をひねり過ぎず適量に出す。

・訪問先が同一の時は、同行して車輛出動台数を減らす。

・社内書類を電子化していく。

・在庫管理の徹底により不要在庫・不要廃棄物を減らす。

・アイドリングストップ及び急発進、空ぶかし等運転方法に配慮する。

・月に一度の定期点検（整理整頓）を行い車に無理がかからないよう注意する。

・運搬経路を事前に打ち合わせし、同じ方向の積荷であれば最大積載量を守り、

・室内エアコンは、夏27℃、冬は23℃を原則とする。

・昼休みの照明消灯による節電、未使用時の消灯。

・パソコンは極力待機電力とする。

・社員全体での活動を行いたい。

・アイドリングストップの徹底。

・文書の電子データ化を推進していく。

　積み合わせ運搬する。

・業務の効率化を図り、退社時間の改善を行いたい。

9.　次年度の取組内容

　　①　二酸化炭素（軽油・ガソリン）削減計画

　　②　廃棄物及びリサイクルの取り組み

　　③　水道量削減計画

・トイレ使用時の節水を心がける。
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9-1.環境関連法規等の遵守状況

法規名 遵守事項 当社の遵守内容

廃棄物の処理及び清掃 １．産業廃棄物の保管は保管施設で行う。 掲示板（600×600以上）

に関する法律（廃掃法）２．運搬は許可を受けたものが行う。 当面自社運搬

依頼する場合 ３．運搬処分は許可を受けたものが行う。 許可証（番号、有効期限、契約書等）

４．管理票（マニフェスト）の交付 運搬処分は90日、最終処分は180日

５．管理表に関する報告書の提出（県、市） 前年4/1から3/31まで（第12条3第6項）

６．複写機発泡は返却再利用。 指定BOXに投入（年に３~4回）

フロン排出抑制法
１．エアコン廃棄時は第一種フロン類回収
　　　事業者に依頼する。

２．定格出力7.5kW未満の第一種特定
　　　製品は簡易点検を行う。

３ヶ月に１回

３．定格出力7.5kW以上50kW未満の
　　　第一種特定製品は定期点検を行う。

３年に１回（定期点検）
３ヶ月に１回（簡易点検）

道路運送車両法 １．業務用車両の運行管理 車検、車両別運行管理

9-2.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　取り組みを始めてからは、環境関連法規の違反はなく、訴訟等についてもありませんでした。

　また、行政からの指導、近隣からの苦情等もありませんでした。

　随時見直しを行い、法規等の厳守に努めます。

10.環境関連法規等
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承認 確認 作成

見直し実施者 見直し実施日

山内　みづえ 2023/7/5

確認

①環境関連法規の遵守状況 〇

②環境目標の達成状況および環境活動計画の実施状況、その評価結果 〇

③問題点の是正処置及び予防処置の結果 〇

④外部からの苦情等の受付結果 〇

システムの有効性（ＥＭＳが機能しているか） 適 不適

取り組み状況の適切性（要求事項を満たしているか） 適 不適

環境方針 有 なし

環境目標 有 なし

環境活動計画 有 なし

環境経営システム 有 なし

11.代表者による全体評価と見直しの結果

エコアクション２１全体の取り組み状況の評価

具体的な見直しの指示内容

代表者による全体の評価と見直し記録

見直しのための情報

変更の必要性の判断

山内

環境提案、サービスで(技術力、営業力、事務力、情報力を)学び、会社の成⾧と共に

現在の内容を継続する

コロナ感染症は周囲が緩和され仕事の動きが速くなってきている。社内での良い変化を推進して行く。

燃料費やコール件数の増大は各自の意識を図って行けるよう努力してほしい。

各々の成⾧につなげていきたい。

代表者のコメント

昨年12月～今年１月頃はコロナ感染で休む社員が多くあって忙しくはあったが協力し乗り越える事ができました。

サービス、事務、営業とそれぞれに横の繋がりを大事にし、お互いがフォローする体制になってきました。

一人一人に、心と体の持久力が身につき仕事に向き合う体制が整ってきています。
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